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金融労連近畿地協定期大会での谷顧問の発言

調査活動重視で組合の権威向上を

滋賀銀行決算分析
中小企業などに対する貸出金 先数・金額とも増加

総貸出に占める割合 先数・金額とも減少

さざなみ
〒５２０－００４３
大津市中央1丁目５－２５

小堀マンション２０３０号室

さざなみネ ット
（金融労連・全国金融一般労働組合滋賀支部）

ＴＥＬ・ＦＡＸ ０７７－５２２－７８６８

２００７年

１２月１日

№３３

金融労連近畿地協第２回定期大会での谷金融労連顧

問（滋賀従組特別執行委員）の発言は、０８春闘での

「調査活動を重視した要求づくり」や地域金融機関の

労働組合づくりのために重要です。

一部ですが概要を紹介します。

資料収集・分析で

根拠ある発言・提案を

滋賀従組は、かなり長い間、執行

委員が協力して、銀行が出している

ディスクローズ誌のデーターを系統

的にパソコンに入れて経営分析をし

ています。また賃上げや臨給など

についても資料を収集し、データー

を議案書に掲載しています。

銀行と交渉するには、「なるほどな」と思わせるこ

とが必要で、根拠を持って発言することが重要で、そ

のためにも資料を活用しています。

経営・地域に政策提言し

存在感ある労働組合に

滋賀銀行では、組合と経営者が

年に何回か懇談・懇話をしていま

す。金融労連の大会で中島委員長

が発言しましたが、前回の懇話会

では、日本有数の大きさのショッ

ピングセンター進出に関して、銀

行の見解を質しました。「進出は

正しくない。商工会議所や商工団

体は反対している。銀行として正

面から反対するわけにはいかない

が、個人的には同じ方向で支援

したい」との返事がありました。

平和や環境のことについても懇談・提言したことがあ

ります。

小さな組合が存在を示すには、経営や地域に政策を

提言することが重要です。そして存在感があり、権威

のある団体になるように大いに奮闘しましょう。

中小企業などに対する貸出金は、前期比、先数は１３８６先（１．５

３％）、金額は１３億円（３．２３％）増加しましたが、総貸出に占め

る割合は、先数・金額は、それぞれ０．０３％・０．４６％減少しまし

た。

２０００年と比較すると、先数は１８９４先減（総貸出に占める割合

０．１２％減）、金額は７３８億円増（総貸出に占める割合２．１５％

減）でした。
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